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1. 研究成果の概要

主な研究の成果は下記の3点となる。
１【拠点形成】神戸市の外国につながる市民のもたらす継承語・継承
文化とそれにまつわる実践を社会資源・教育資源として可視化・活用
することを目的に「神戸在日コリアン くらしとことばのミュージア
ム（以下「ミュージアム」）」を拠点として形成した。
２【多文化教育の実践】神戸市内外の学校教員・大学教員と共に
ミュージアムを拠点に多文化教育を実践し、小学生向け・中高生向
け・大学生向けの・市民向けの多文化教育を実践した。
３【後続のエスニックグループや他館との連携】新長田のベトナムコ
ミュニティとの連携を行った。またボリビアや韓国、ベルギーあるい
は日本国内の移民ミュージアムとの意見交換を進めた。また大阪のコ
リアタウン歴史資料館、ウトロ平和祈念館、東京の韓人資料館、高麗
博物館、川崎の「多文化共生をめざす川崎歴史ミュージアム（開館準
備中）」と共に2025年11月8日に在日コリアンミュージアムフォーラ
ムを開催すべく準備中である



２. 研究成果の学術的意義や社会的意義

• 2024年12月14日に神戸市新長田において
「ミュージアム」を開設し、移民の歴史資料、
写真、生活用具、ビデオ等を多文化教育教材として
一般に広く公開し、多文化教育を実践した。
これを通じ、人の国際移動の歴史を社会全体
の文化資源・教育資源として可視化し、
「人の移動」が社会にもたらす資源性を
明らかにした。



３. 研究開始当初の背景

• 少子高齢化が進む中、外国につながる市民は今後もその存在感は増
すだろう。しかし現在、兵庫県におけるニューカマー生徒の高校進
学率の低さが指摘されている。２世３世の学歴形成の不利はすでに
日本を第２の故郷と定めた移民にとって今ここにある重大な問題で
あるのと同時に、今後、外国人高度人材が日本への移動を躊躇する
大きな要因にもなりうる緊急に解決すべき課題でもある。

• 神戸において既に５世が誕生している先発の移民集団である在日
コリアンがその継承語・継承文化を教育資源として当事者の言語教
育・アイデンティティ教育に取り組み、高校進学率などの教育指標
を向上させてきた。さらには、地域の公立学校や市民社会に人権教
育・国際理解教育・語学教育の場を提供してきた。こうしたノウハ
ウをミュージアムを拠点とし、学校教育および生涯教育機関や後続
のニューカマー市民と共有することで、地域社会に還元し、外国に
つながる市民を受け入れ、地域の多様性を確保することが地域社会
の魅力・強みとなるシステムの構築が急がれる。



4. 研究の目的

本研究の目的は外国につながる市民が継承語・継承
文化を実際に社会資源・教育資源として可視化し、移
民を受け入れることを、いかにホスト社会にとっての
利益とすることができるのか、その道筋を実証的に明
らかにすることである。この研究目的達成によって、
外国につながる市民への社会的評価の転換を目指す。



５. 研究の方法

• 2023年初めよりー2024年12月まで23名の大学教員、アーティ
スト、小中学校教員からなるミュージアム設置準備委員会が
ミュージアム開館に向けて、展示資料や、年表・地図作成を
行った。

• また準備委員会メンバーが大阪コリアンタウン・京都ウトロ平
和祈念館への見学、韓国仁川の移民史博物館、ボリビアのボリ
ビア・オキナワ歴史資料館、ベルギーのMigratie Museum
Migrationを訪れ、学芸員との意見交換の場を持った。

• 2024年12月のミュージアム開設以降は高校、大学、市民向けの
講座、フィールドワーク、ミュージアムガイドなどを企画。
2025年4月からは毎月1回の講演会と参加型のアクティビティを
開催し、その記録をビデオ教材やブックレットにまとめる。ま
た小学校や中高生向けの教材開発も進めている。



６－1. 研究成果 準備委員会に参加している現職教員作成のワークシート事例



６ー２. 研究成果 開館以来ミュージアムを拠点に多文化教育を展開した学校・団体

• 開館以来の半年で一般観覧者920名に加え、下記の団体・学校
からの団体参観があった。

① 12／21（土）たかとりコミュニティセンター職員フィールドワーク（以下FWと記述）12名
② 1／10(金) 神戸学院大学現代社会学部教員・学生 16名
③ 1／17（土）摂南大学現代社会学部教員・学生FW11名
④ 1／26(土) 武庫川女子大学教員・学生 約10名
⑤ 2／3(月) 同志社大学人文科学研究所教員等 約5名
⑥ 2／9(日) 関西大学社会学部教員・学生 約20名
⑦ 2／11(火) 兵庫県在日外国人高校生交流会教員・生徒 約30名
⑧ 2／15(土) 同志社大学グローバル地域文化学部教員 約5名
⑨ 2／22(土) 「長田の歌脈を歩くツアー」FW 約30名
⑩ 2／26(水) 真宗大谷派職員研修FW 約15名
⑪ 3／8(土) 兵庫県浜坂町部落解放同盟研修 約10名
⑫ 3／16(日) 金沢星稜大学教員・学生 約10名
⑬ 3／24(月) まやゲストハウススタッフ研修 約10名
⑭ 3／25(火)～27(木) 大阪府下企業人権研修FW 約90名
⑮ 3／28(金) (公社)尼崎市人権啓発協会研修 FW約25名



６ー２（続き）. 研究成果 開館以来ミュージアムを拠点に多文化教育を展開した学校・団体

⑯ 4/1 韓国大邱市医療福祉協同組合5名にガイド
⑰ 4/13 摂南大学松本ゼミ教員＋学生計10名にガイド
⑱ 4/25 長田在日大学（長志珠絵）+長田南小FW20名
⑲ 5/2 京都ウトロ平和祈念館事務局スタッフ2名にガイド
⑳ 5/8(木)丹波味間ふれあい館 約30名 ガイド＋トーク
㉑ 5/25(日) 長田在日大学（本岡拓哉）+「大橋朝鮮人部落跡」FW
㉒ 6/1(日)武庫川女子大学 約10名 ガイド＋トーク＋FW
㉓ 6/3(火)兵庫教育大学 約15名 ガイド＋トーク＋FW
㉔ 6/6(金)大阪府下退職教員グループ 約15名 内容未定
㉕ 6/6(金）神戸大学移住移民研究センター約10名シンポジウムFW
㉖ 6/21(土)関学＋神戸学院大 約30名 ガイド＋トーク＋FW
㉗ 6/29（日）長田在日大学（キムシニョン）



６-3研究成果 4月21に訪れた摂南大学が作成したインターネット放送

4月13日にナドウリミュージアムを訪れた摂南大
学現代社会学部学生が、タウンチャンネルで、
ミュージアムで学んだことを広く市民に発信。
「来館者が自分の物語を語りたくなるミュージア
ム」「想像していた博物館ではなく人の語りや思
いが生きている空間」と紹介
https://www.youtube.com/live/KM4WDdlpgmA
(20分から～45分）

!!!prefix!!!_https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Flive%2FKM4WDdlpgmA


６ｰ4. 研究成果 新長田のベトナムコミュニティベトナム夢KOBEが作
成したインターネット放送

https://www.youtube.com/watch?v=BvA5ZkIM-8I

神戸市内のベトナム系市民の自助組織ベトナム夢KOBEのインター
ネット放送で、神戸在日くらしとことばのミュージアムとアメリカの
カルフォルニアのベトナム系や日系移民ミュージアムが紹介され、神
戸にベトナム系ミュージアムが必要か、作るとしたらどんなミュージ
アムか？と話し合われる。

!!!prefix!!!_https%3A%2F%2Fwww.youtube.com%2Fwatch%3Fv%3DBvA5ZkIM-8I


６ｰ5. 研究成果 今後の発展

2025年度より長田在日大学を月に1回以上開催し、その成果をブックレット
にまとめ、2026年度に1冊の本として明石出版より出版予定
• 4月26日（土）長志珠絵（神戸大学）講演「地域現代史としての阪神教育

闘争-戦後の神戸史を読み替える【講演前に阪神教育闘争の跡を辿る
フィールドワーク】

• 5月25日（日）本岡拓哉（同志社大学）講演「新湊川沿い『大橋の朝鮮人
部落』再考」【講演前に大橋朝鮮人部落跡をフィールドワーク】

• 6月29日（日）金信鏞（一般社団法人神戸コリア教育文化センター）講演
「まちのミュージアムが見通す世界」

• 7月27日（日）江口怜（摂南大学）講演「ひまわり識字教室と湊川夜間高
校の朝鮮語クラス2つのことばをめぐる活動から」【同時開催ひまわり作
品展】

• 8月15日（金）竹田響（京都大学大学院）/高城健人（神戸女子大学）講
演「1945年終戦前後の朝鮮半島と日本間の人の移動」

• 8月31日（日）釜口清江/恒松美紀（神戸市小学校教員）「小学校で
ミュージアムから在日コリアンを学ぶ」【講演後に小学校6年生用教材
ワークショップ】

• 9月28日（日）稲津秀樹（鳥取大学）講演「長田の民話を語り直す～民話
の＜民＞とはだれか？」【講演後に民話語り直しワークショップ】



６ｰ5（続き）. 研究成果 今後の発展

• 10月26日（日）横堀ふみ（ラントイ）子守歌ワークショップ「新長田の子
守歌を集めて」【ワークショップ前に和楽寺-ラントイ周辺フィールドワー
ク】

• 11月30日（日）だるまもり＋えりこ（アーティスト）【ジオラマ・ワーク
ショップ「ナドウリ・ミュージアムのジオラマを囲んで」】

• 12月28日（日）酒井千絵（関西大学）「世界の移民ミュージアムの潮流、
特にベルギーブリュッセル移民博物館のフィールドワークガイドプログラム
の事例から」

• 1月17日（土）安成洋（映画『港に灯がともる』プロデューサー）講演「在
日コリアンの視点で震災の経験を読み直す」【講演前に映画上映】

• 1月31（日）山中速人（関西学院名誉教授）講演「歴史とライフヒストリー
～個人の語りから浮かび上がる歴史」【講演後にライフストーリー・ワーク
ショップ】

• 2月22日（日）落合知子（摂南大学）（講演）「世界の継承語をめぐる言語
政策の中での神戸オリニソダンを考える～特に南米日系社会の継承日本語と
の対比で」

• 3月29日（日）受講者の事後学修応用展開ワークショップ

連続講座は映像資料化してミュージアムのウェブサイトに掲載予定。また講演
はブックレット化してミュージアムにて販売予定



６ｰ5. 研究成果 他館との連携と国際学会での発表

①2025年11月8日日本国内のコリアンミュージアムの連携
「日韓条約60周年記念 在日コリアンミュージアムフォーラム～歴史の継承と豊かな共生の未来へ～」大阪
公立大学にて神戸、京都、大阪、東京、川崎在日コリアンミュージアム共催シンポジウム

②2025年7月11日モロッコのラバトで開かれる国際社会学会にて「在日コリアンミュージアムが涵養する多文
化間リテラシー神戸・大阪・京都の在日コリアンのミュージアムの事例から」を発表予定
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